
ぼ く と わ た し の 絵

○ し ん ご う 保 育 園

雪
が
い
っ
ぱ
い
降
っ
た
と
き
、
保
育
園
に

大
き
な
お
山
が
で
き
た
よ
。し
お
ん
く
ん
と

一
緒
に
お
し
り
で
す
べ
っ
た
よ
。
お
し
り

は
痛
く
な
か
っ
た
け
ど
ぬ
れ
ち
ゃ
っ
た
。

楽
し
か
っ
た
よ
。

古
川
　
輝
龍
く
ん
（
う
め
組
）

マ
マ
と
妹
の
り
う
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
お
か

い
も
の
に
行
っ
た
よ
。
お
や
つ
と
ジ
ュ
ー

ス
を
買
っ
て
、み
ん
な
で
食
べ
た
よ
。と
っ

て
も
楽
し
か
っ
た
か
ら
、ま
た
行
き
た
い

な
ぁ
。

髙
橋
　
瑠
奈
さ
ん
（
も
も
組
）

き
り
ゅ
う

ふ
る
か
わ

な
る

た
か
は
し

＝
 高
品
質
農
産
物
の
安
定
生
産
の
た
め
 ＝

有
機
の
里
づ
く
り

 を
推
進
し
よ
う

良
質
堆
肥
で
収
入
Ｕ
Ｐ！
！　
　
　
  　
　

有
機
資
源
セ
ン
タ
ー
新
郷
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ
先
　
TE
L７
８
－３
５
５
５

営
業
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
　
　
　
　
　
　
（
休
日
：
毎
週
月
曜
日
、
年
末
年
始
）

14

平
成
２１
年
度
あ
お
も
り
推
き
ゅ
う
肥
品
評
会

優
秀
賞
受
賞

217

弥
 生
３
月

人
の
動
き

男
　
1,
43
1人
（
－
５
人
）

女
　
1,
52
2人
（
－
６
人
）

計
　
2,
95
3人
（
－
11
人
）

世
帯
数
95
5世
帯（
－
４
世
帯
）

（
平
成
24
年
１
月
31
日
現
在
）
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豊
　
島
 　
　
蘭
ち
ゃ
ん

Ｈ
22
・
８
・
24
生

（
地
区
）
西
越

（
パ
パ
）
元

（
マ
マ
）
千
鶴

パ
パ
と
マ
マ
の
ね
が
い

元
気
で
や
さ
し
い
子
に

な
っ
て
ね
。

む
ら
の
ガ
イ
ド

平
成
24
年

ブ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ー
ン（
血
石
）

̶
 沈
着
・
勇
敢
 ̶

誕
生
石

や
よ
い

M
ar
ch

燃
え

る
ご

み
収

集
日

　
新

郷
村

全
域

　
月

曜
日

・
木

曜
日

（
祭

日
も

収
集

し
ま

す
）

家
庭

ご
み

は
収

集
日

の
朝

に
出

し
て

下
さ

い
。

生
ご

み
の

水
切

り
に

ご
協

力
を

ご
み

の
減

量
と

リ
サ

イ
ク

ル
に

取
り

組
み

ま
し

ょ
う

予
防

接
種

相
談

日
　

毎
週

月
曜

日
　

正
午

〜
午

後
５

時
ま

で
　

T
E
L
6
1
−

7
5
5
5

２
０
１
２
年
３
月

行
　
　
事
　
　
等

備
　
　
　
考

特
定
健
診
（
～
３
日
）

と
よ

ら
ん

し
ま

日
曜

1
木
資
源
ご
み
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
２
品
目
）
収
集
日

２
金
５
才
児
健
診

ひ
な
祭

３
土
新
郷
温
泉
館
休
館
日
　
第
２
回
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
教
室

５
月
第
３
回
脂
質
異
常
予
防
教
室

７
水
特
定
健
診
（
～
10
日
）　
中
学
校
卒
業
式

８
木
資
源
ご
み
（
缶
・
新
聞
等
５
品
目
）
収
集
日

９
金
新
郷
温
泉
館
休
館
日
　
行
政
相
談

12
月
特
定
健
診
（
～
17
日
）　
住
民
税
申
告
相
談
最
終
日

15
木
資
源
ご
み
（
ビ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
２
品
目
）
収
集
日

16
金
粗
大
ご
み
収
集
日

小
学
校
卒
業
式

17
土
新
郷
温
泉
館
休
館
日

19
月
●
春
分
の
日

20
火
特
定
健
診
（
～
24
日
）

22
木
燃
え
な
い
ご
み
収
集
日

23
金
新
郷
温
泉
館
休
館
日
　
小
中
学
校
終
業
式

26
月
特
定
健
診
（
～
31
日
）

29
木

二
十
歳
に
な
っ
た
ら

国
民
年
金

日
本
年
金
機
構

２月１日　手打ちそば作り（関連記事は５ページ）２月１日　手打ちそば作り（関連記事は５ページ）
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環境大臣表彰を受賞

　
平
成
24
年
第
１
回
新
郷
村
議
会

臨
時
会
が
２
月
10
日
開
か
れ
、
議

案
３
件
が
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　
主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
村
診
療
所
の
「
Ｘ
線
撮
影
装
置
・

Ｃ
Ｒ
シ
ス
テ
ム
」
購
入
契
約
が

締
結
さ
れ
ま
し
た
。
購
入
金
額

は
１
４
７
０
万
円
で
す
。

◇
平
成
23
年
度
新
郷
村
一
般
会
計

補
正
予
算
は
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
71
万
７
千
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
は
26
億
３

７
４
５
万
９
千
円
と
な
り
ま
し

た
。
主
な
る
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

歳
入

・
地
方
交
付
税
　
　
71
万
７
千
円

歳
出

・
社
会
福
祉
費
備
品
購
入
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
15
万
円

・
社
会
福
祉
費
燃
料
費
　
50
万
円

◇
村
教
育
委
員
会
委
員
に
次
の
方

が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
菊
池
秀
悦
氏

　
（
五
戸
町
字
正
場
沢
）

　
任
期
は
平
成
28
年
２
月
13
日
ま

で
で
す
。

　
１
月
25
日
、
村
の
「
飲
む
ヨ
ー

グ
ル
ト
姫
」
は
三
村
知
事
を
訪

ね
、
村
特
産
品
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
６
名
の

姫
た
ち
は
須
藤
村
長
や
平
葭
観
光

協
会
長
等
が
見
守
る
中
、
飲
む
ヨ

ー
グ
ル
ト
や
長
芋
焼
酎
、
自
然

薯
、
新
郷
ス
イ
ー
ツ
セ
ッ
ト
を
知

事
へ
手
渡
し
、
販
路
拡
大
の
協
力

を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
１
月
18
日
、
東
京
都
港

区
内
の
ホ
テ
ル
に
お
い

て
、
新
郷
遊
魚
会
（
梅
川

和
雄
会
長
　
会
員
数
１
４

０
人
）
が
行
っ
て
い
る
環

境
美
化
活
動
が
功
績
顕
著

と
認
め
ら
れ
、
細
野
豪
志

環
境
大
臣
よ
り
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　
同
会
は
昭
和
59
年
設
立
。

河
川
の
清
掃
活
動
や
環
境

保
護
を
訴
え
る
活
動
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
保
育
園
児
や
小
中
学
生
も

会
員
と
一
緒
に
な
っ
て
汗
を
流

し
、
環
境
保
護
の
精
神
を
次
世
代

へ
受
け
継
い
で
い
く
日
頃
の
活
動

が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
翌
日
、
役
場
に
お
い
て
須

藤
村
長
へ
受
賞
報
告
を
し
た
梅
川

会
長
は
「
光
栄
の
至
り
。
日
頃
の

活
動
を
理
解
し
、
協
力
し
て
く
れ

た
地
域
の
方
と
一
緒
に
慶
び
を
分

か
ち
合
い
た
い
」
と
笑
顔
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。

　
２
月
２
日
、
山
村
開
発
セ
ン
タ

ー
で
「
平
成
23
年
度
新
郷
村
常
会

長
会
議
」
が
開
か
れ
、
村
内
43
の

常
会
か
ら
40
人
の
常
会
長
が
出
席

し
、
意
見
交
換
等
を
行
い
ま
し
た
。

　
高
橋
勝
川
代
日
向
常
会
長
に
よ

る
村
民
憲
章
唱
和
の
後
、
須
藤
村

長
が
あ
い
さ
つ
。
観
光
資
源
の
Ｐ

Ｒ
や
生
活
支
援
事
業
等
こ
れ
か
ら

の
村
の
事
業
に
つ
い
て
、
自
身
の

考
え
を
表
明
。
村
の
課
題
や
財
政

の
現
状
、
新
年
度
の
事
業
等
に
つ

い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　
村
か
ら
は
交
通
災
害
共
済
や
常

会
長
名
簿
の
取
り
扱
い
等
に
つ
い

て
連
絡
。
出
席
者
か
ら
は
雪
折
れ

間
伐
事
業
、
道
路
整
備
、
除
雪
方

法
、
常
会
に
よ
る
集
金
の
あ
り
方

等
、
様
々
な
意
見
、
要
望
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

　
閉
会
に
あ
た
り
村
長
は
「
貴
重

な
御
意
見
を
頂
い
た
こ
と
に
御
礼

申
し
上
げ
る
」
と
謝
意
を
述
べ
「
要

望
等
に
つ
い
て
は
可
能
な
限
り
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。
今
後
も
み

な
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
行
政
の

推
進
の
た
め
職
員
共
々
取
組
ん
で

い
く
」
と
力
強
く
述
べ
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
細
川
正
敏
新
郷
駐
在
所

長
が
最
近
の
五
戸
署
管
内
の
交
通

事
故
発
生
状
況
や
村
内
で
発
生
し

た
犯
罪
な
ど
に
つ
い
て
わ
か
り
や

す
く
解
説
。
三
ツ
岳
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
の
ク
ラ
ブ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
八
戸

由
美
子
氏
が
今
後
の
活
動
計
画
等

に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

平成23年度 新郷村常会長会議平成23年度 新郷村常会長会議
平
成
24
年
第
1
回

 新
郷
村
議
会
臨
時
会

村
の
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ
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特
産
品
を
Ｐ
Ｒ
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２
月
１
日
、
山
村
開
発
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
、
新
郷
村
生
活
改
善

推
進
協
議
会
（
佐
藤
久
美
子
代
表
）

に
よ
る
「
調
理
実
習
」
が
行
わ
れ
、

会
員
20
名
が「
手
打
ち
そ
ば
作
り
」

に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
講
師
は
川
代
地
区
の
鬼
蓮
庵
主

の
山
岸
義
一
さ
ん
。
エ
プ
ロ
ン
に

三
角
巾
姿
の
受
講
生
は
、
て
い
ね

い
な
指
導
の
も
と
、
こ
ね
鉢
、
の

し
棒
、
そ
ば
切
り
庖
丁
な
ど
を
用

い
て
「
二
八
そ
ば
」
を
仕
上
げ
ま

し
た
。
お
昼
の
会
食
に
は
村
長
、

産
業
建
設
課
長
を
招
き
、
打
ち
た

て
の
そ
ば
の
味
を
楽
し
み
ま
し

た
。
午
後
は
だ
ん
ご
作
り
。
昨
年

習
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
な
が
ら

５
班
に
わ
か
れ
て
行
い
ま
し
た
。

と
て
も
上
手
に
で
き
、
試
食
の
時

は
そ
れ
ぞ
れ
の
班
の
だ
ん
ご
を
食

べ
比
べ
ま
し
た
。

　
高
品
質
で
生
産
性
の
高
い
肉
用

牛
群
へ
の
改
良
を
め
ざ
し
た
「
新

郷
村
優
良
繁
殖
和
牛
導
入
支
援
事

業
」
が
行
わ
れ
、
鹿
児
島
県
の
さ

つ
ま
中
央
家
畜
市
場
で
買
付
け
た

黒
毛
和
種
繁
殖
牛
14
頭
が
２
月
９

日
、
村
に
到
着
し
、
村
内
の
畜
産

農
家
へ
引
き
渡
さ
れ
ま
し
た
。
事

業
は
２
年
ぶ
り
に
実
施
。
厳
し
い

冷
え
込
み
の
中
、
役
場
前
で
開
か

れ
た
引
渡
式
で
は
「
導
入
さ
れ
た

繁
殖
和
牛
の
肉
量
肉
質
兼
備
の
高

能
力
に
大
き
く
期
待
し
て
い
る
」

と
須
藤
村
長
。
村
肉
用
牛
生
産
組

合
の
佐
藤
節
雄
組
合
長
は
「
購
入

し
た
牛
は
い
ず
れ
も
立
派
な
繁
殖

素
牛
。
し
っ
か
り
と
育
成
す
る
こ

と
で
期
待
に
応
え
た
い
」
と
村
へ

感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
買
い
付
け
は
２
月
５
日
か
ら
８

日
に
か
け
て
畜
産
農
家
や
関
係
者

等
10
名
が
鹿
児
島
県
さ
つ
ま
町
を

訪
問
し
、
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
14
頭
は
生
後
１
年
未
満
の
雌
で

い
ず
れ
も
「
安
福
久
」「
勝
忠
平
」

等
、
知
名
度
の
高
い
種
雄
牛
の
産

子
。
村
畜
産
業
の
更
な
る
発
展
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

豊
か
な
食
生
活
を
め
ざ
し
て

 心臓や呼吸が止まってしまったら・・・・

　２月５日、美郷館において「村消防団幹部団員普通
救命講習会」が行われました。西分遣所の木村和雄所
長を含む８名を講師に迎え、団員50名が救命に必要
な応急手当を３時間にわたり、真剣に受講しました。

　２月５日、美郷館において「村消防団幹部団員普通
救命講習会」が行われました。西分遣所の木村和雄所
長を含む８名を講師に迎え、団員50名が救命に必要
な応急手当を３時間にわたり、真剣に受講しました。

平
成
23
年
度
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
事
業
推
進
特
別
対
策
事
業（
拡
充
・
充
実
枠
）の
助
成
金
を
充
当

 
良
質
の
子
牛
生
産
を
め
ざ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　14
頭
の
繁
殖
和
牛
を
導
入

２
月
６
日
　
薩
摩
中
央
家
畜
市
場
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方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
新
　
郷
　
村
　
長

須
　
藤
　
良
　
美

　
五
戸
地
区
安
協
戸
来
支
部
長

長
　
根
　
哲
　
美

　
五
戸
地
区
安
協
西
越
支
部
長

横
　
沢
　
　
　
満

　
新
郷
警
察
官
駐
在
所
長

細
　
川
　
正
　
敏

　
村
交
通
安
全
母
の
会
連
合
会
長

角
　
岸
　
千
穂
子

ラ
ン
テ
ィ
ア
等
５
名
に
感
謝
状

と
、
園
児
た
ち
が
お
絵
描
き
で
デ

ザ
イ
ン
し
た
鉢
に
入
れ
ら
れ
た
花

を
園
児
が
手
渡
し
ま
し
た
。

　
受
賞
者
を
代
表
し
、
須
藤
良
美

村
長
が
「
明
る
い
社
会
、
明
る
い

家
庭
づ
く
り
の
た
め
に
、
事
故
に

遭
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
あ
い

さ
つ
。
園
児
全
員
で
登
壇
し
、

「
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
を
誓

い
ま
す
」
と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。
感
謝
状
を
授
与
さ
れ
た

　
１
月
17
日
、
役

場
に
お
い
て
、
新

郷
中
学
校
の
生
徒

４
名
が
村
の
歴
史

や
特
産
品
な
ど
を

テ
ー
マ
に
し
て
制

作
し
た
「
村
手
作

り
絵
本
」
を
須
藤

村
長
、
八
戸
短
大

田
端
利
則
教
授
等

関
係
者
に
披
露
し

ま
し
た
。
手
作
り
で
絵
本
を
制
作

す
る
こ
と
に
よ
り
村
の
歴
史
や
現

状
・
課
題
・
将
来
像
な
ど
を
調

べ
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
村
の
理
解
を
深

め
る
こ
と
が
目
的
。
昨

年
９
月
か
ら
総
合
的
な

学
習
の
時
間
を
利
用

し
、
八
戸
短
期
大
学
等

の
協
力
を
得
て
、
１
・

２
年
生
、
34
名
が
取
り

組
み
ま
し
た
。
こ
の
日

は
、
齋
藤
穂
高
君
、
小

坂
い
の
り
さ
ん
、
田
沢

青
輝
君
、
畠
山
渚
さ
ん

が
遠
藤
美
知
子
校
長
と

と
も
に
訪
問
。
完
成
ま

で
に
９
時
間
を
か
け
た

労
作
を
紹
介
し
ま
し

た
。

　
齋
藤
君
は
村
の
特
産
品
「
き
の

こ
」
を
題
材
と
し
た
絵
本
を
制

作
。
軽
快
な
口
調
で
朗
読
し
、
出

席
者
の
拍
手
を
浴
び
て
い
ま
し

た
。
八
戸
大
学
は
県
の
委
託
事
業

と
し
て
取
り
組
む
「
地
域
力
再

生
・
創
出
資
源
調
査
分
析
」
事
業

と
し
て
本
村
に
関
わ
っ
て
い
ま

す
。
事
業
の
一
環
と
し
て
統
合
で

廃
校
に
な
っ
た
村
の
小
・
中
学
校

や
現
存
す
る
小
・
中
学
校
の
校
歌

を
パ
ソ
コ
ン
で
再
現
し
た
Ｃ
Ｄ
を

終
了
後
、
須
藤
村
長
へ
手
渡
し
ま

し
た
。

　
１
月
16
日
、
し
ん
ご
う
保
育
園

（
中
村
秀
俊
園
長
）
に
お
い
て

「
交
通
安
全
感
謝
の
集
い
」
が
開

か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
日
頃
、
子

ど
も
た
ち
の
安
全
を
見
守
っ
て
い

る
方
々
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え

る
と
共
に
、
今
後
も
安
全
で
安
心

な
地
域
づ
く
り
の
推
進
を
願
う
こ

と
が
目
的
で
同
園
が
主
催
し
、
行

い
ま
し
た
。

　
集
い
で
は
中
村
園
長
の
あ
い
さ

つ
に
続
い
て
、
村
や
交
通
安
全
ボ

し
ま
し
た
。
材
料
は
カ
ラ
フ
ル
な

手
芸
用
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
バ
ン

ド
。
講
師
の
小
坂
直
枝
さ
ん
の
指

導
を
受
け
な
が
ら
に
こ
や
か
に
作

製
し
て
い
ま
し
た
。

　
１
月
29
日
、
籠
づ
く
り
体
験
ツ

ア
ー
（
村
観
光
協
会
主
催
）
が
新

郷
温
泉
館
で
行
わ
れ
、
八
戸
市
や

十
和
田
市
等
か
ら
参
加
し
た
７
名

が
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
籠
製
作
に
挑
戦

　
１
月
７
日
か
ら
15
日
ま
で
の
９

日
間
、
東
京
ド
ー
ム
に
お
い
て

「
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
東
京
２
０
１

２
」（
フ
ジ
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
等
主

催
）
が
開
催
さ
れ
、
本
村
の
ふ
る

さ
と
活
性
化
公
社
と
朝
市
工
房
福

ふ
く
が
出
展
し
、
村
の
魅
力
を
来

場
者
に
盛
大
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
参
加
団
体
は
全
国
か
ら
３
０
０

店
以
上
。
本
村
は
八
戸
広
域
観
光

推
進
協
議
会
の
加
盟
市
町
村
ら
と

一
緒
に
一
塁
ベ
ー
ス
付
近
の
一
角

に
ブ
ー
ス
を
設
置
。「
飲
む
ヨ
ー
グ

ル
ト
」
や
「
布
ぞ
う
り
」、
こ
の
ほ

ど
発
売
さ
れ
た
「
生
キ
ャ
ラ
煎
餅
」

等
を
紹
介
し
、
大
勢
の
来
場
者
の

熱
い
視
線
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

　
首
都
圏
で
も
認
知
度
が
急
上
昇

し
て
い
る
「
飲
む
ヨ
ー
グ
ル
ト
」

は
大
好
評
。
９
日
間
を
通
じ
て
購

入
者
の
列
が
途
絶
え
る
こ
と
は
な

く
、
最
終
日
の
午
後
３
時
過
ぎ
に

は
完
売
し
ま
し
た
。

　
販
売
ス
タ
ッ
フ
は
「
生
キ
ャ
ラ

煎
餅
の
売
れ
行
き
は
予
想
以
上
。

今
ま
で
以
上
に
ネ
ッ
ト
販
売
等
に

力
を
注
ぎ
、
村
の
特
産
品
を
首
都

圏
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
」
と
イ
ベ

ン
ト
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
公
式
入
場
者
数
は
38
万

人
を
上
回
り
ま
し
た
。

日本のまつり　ふるさとの味

温泉館で　ほっこり　籠づくり

「村」がテーマの
絵本完成

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
す
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た
ち
が
お
絵
描
き
で
デ

ザ
イ
ン
し
た
鉢
に
入
れ
ら
れ
た
花

を
園
児
が
手
渡
し
ま
し
た
。

　
受
賞
者
を
代
表
し
、
須
藤
良
美

村
長
が
「
明
る
い
社
会
、
明
る
い

家
庭
づ
く
り
の
た
め
に
、
事
故
に

遭
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
あ
い

さ
つ
。
園
児
全
員
で
登
壇
し
、

「
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
を
誓

い
ま
す
」
と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。
感
謝
状
を
授
与
さ
れ
た

　
１
月
17
日
、
役

場
に
お
い
て
、
新

郷
中
学
校
の
生
徒

４
名
が
村
の
歴
史

や
特
産
品
な
ど
を

テ
ー
マ
に
し
て
制

作
し
た
「
村
手
作

り
絵
本
」
を
須
藤

村
長
、
八
戸
短
大

田
端
利
則
教
授
等

関
係
者
に
披
露
し

ま
し
た
。
手
作
り
で
絵
本
を
制
作

す
る
こ
と
に
よ
り
村
の
歴
史
や
現

状
・
課
題
・
将
来
像
な
ど
を
調

べ
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
村
の
理
解
を
深

め
る
こ
と
が
目
的
。
昨

年
９
月
か
ら
総
合
的
な

学
習
の
時
間
を
利
用

し
、
八
戸
短
期
大
学
等

の
協
力
を
得
て
、
１
・

２
年
生
、
34
名
が
取
り

組
み
ま
し
た
。
こ
の
日

は
、
齋
藤
穂
高
君
、
小

坂
い
の
り
さ
ん
、
田
沢

青
輝
君
、
畠
山
渚
さ
ん

が
遠
藤
美
知
子
校
長
と

と
も
に
訪
問
。
完
成
ま

で
に
９
時
間
を
か
け
た

労
作
を
紹
介
し
ま
し

た
。

　
齋
藤
君
は
村
の
特
産
品
「
き
の

こ
」
を
題
材
と
し
た
絵
本
を
制

作
。
軽
快
な
口
調
で
朗
読
し
、
出

席
者
の
拍
手
を
浴
び
て
い
ま
し

た
。
八
戸
大
学
は
県
の
委
託
事
業

と
し
て
取
り
組
む
「
地
域
力
再

生
・
創
出
資
源
調
査
分
析
」
事
業

と
し
て
本
村
に
関
わ
っ
て
い
ま

す
。
事
業
の
一
環
と
し
て
統
合
で

廃
校
に
な
っ
た
村
の
小
・
中
学
校

や
現
存
す
る
小
・
中
学
校
の
校
歌

を
パ
ソ
コ
ン
で
再
現
し
た
Ｃ
Ｄ
を

終
了
後
、
須
藤
村
長
へ
手
渡
し
ま

し
た
。

　
１
月
16
日
、
し
ん
ご
う
保
育
園

（
中
村
秀
俊
園
長
）
に
お
い
て

「
交
通
安
全
感
謝
の
集
い
」
が
開

か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
日
頃
、
子

ど
も
た
ち
の
安
全
を
見
守
っ
て
い

る
方
々
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え

る
と
共
に
、
今
後
も
安
全
で
安
心

な
地
域
づ
く
り
の
推
進
を
願
う
こ

と
が
目
的
で
同
園
が
主
催
し
、
行

い
ま
し
た
。

　
集
い
で
は
中
村
園
長
の
あ
い
さ

つ
に
続
い
て
、
村
や
交
通
安
全
ボ

し
ま
し
た
。
材
料
は
カ
ラ
フ
ル
な

手
芸
用
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
バ
ン

ド
。
講
師
の
小
坂
直
枝
さ
ん
の
指

導
を
受
け
な
が
ら
に
こ
や
か
に
作

製
し
て
い
ま
し
た
。

　
１
月
29
日
、
籠
づ
く
り
体
験
ツ

ア
ー
（
村
観
光
協
会
主
催
）
が
新

郷
温
泉
館
で
行
わ
れ
、
八
戸
市
や

十
和
田
市
等
か
ら
参
加
し
た
７
名

が
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
籠
製
作
に
挑
戦

　
１
月
７
日
か
ら
15
日
ま
で
の
９

日
間
、
東
京
ド
ー
ム
に
お
い
て

「
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
東
京
２
０
１

２
」（
フ
ジ
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
等
主

催
）
が
開
催
さ
れ
、
本
村
の
ふ
る

さ
と
活
性
化
公
社
と
朝
市
工
房
福

ふ
く
が
出
展
し
、
村
の
魅
力
を
来

場
者
に
盛
大
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
参
加
団
体
は
全
国
か
ら
３
０
０

店
以
上
。
本
村
は
八
戸
広
域
観
光

推
進
協
議
会
の
加
盟
市
町
村
ら
と

一
緒
に
一
塁
ベ
ー
ス
付
近
の
一
角

に
ブ
ー
ス
を
設
置
。「
飲
む
ヨ
ー
グ

ル
ト
」
や
「
布
ぞ
う
り
」、
こ
の
ほ

ど
発
売
さ
れ
た
「
生
キ
ャ
ラ
煎
餅
」

等
を
紹
介
し
、
大
勢
の
来
場
者
の

熱
い
視
線
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

　
首
都
圏
で
も
認
知
度
が
急
上
昇

し
て
い
る
「
飲
む
ヨ
ー
グ
ル
ト
」

は
大
好
評
。
９
日
間
を
通
じ
て
購

入
者
の
列
が
途
絶
え
る
こ
と
は
な

く
、
最
終
日
の
午
後
３
時
過
ぎ
に

は
完
売
し
ま
し
た
。

　
販
売
ス
タ
ッ
フ
は
「
生
キ
ャ
ラ

煎
餅
の
売
れ
行
き
は
予
想
以
上
。

今
ま
で
以
上
に
ネ
ッ
ト
販
売
等
に

力
を
注
ぎ
、
村
の
特
産
品
を
首
都

圏
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
」
と
イ
ベ

ン
ト
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
公
式
入
場
者
数
は
38
万

人
を
上
回
り
ま
し
た
。

日本のまつり　ふるさとの味

温泉館で　ほっこり　籠づくり

「村」がテーマの
絵本完成

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
す
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２
月
11
日
、
ス
キ
ー
場

ま
つ
り
が
金
ケ
沢
ス
キ
ー

場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
三
ツ
岳
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
に
よ
る
こ
の
イ
ベ

ン
ト
は
、
日
頃
、
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
同
ス
キ
ー

場
に
感
謝
す
る
こ
と
が
目

的
。
児
童
生
徒
や
保
護

者
、
お
よ
そ
80
名
が
小
雪

ま
じ
り
の
ゲ
レ
ン
デ
に
歓

声
を
響
か
せ
ま
し
た
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
「
し
ん

ご
う
ｃ
ｕ
ｐ
２
０
１
２
ス

キ
ー
レ
ー
ス
」
や
「
ま
る

ご
と
新
郷
○
×
ク
イ
ズ
大

会
」「
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
炎
の
滑
走
シ
ョ
ー
」
等
、

多
彩
な
内
容
。
中
で
も
「
全
日
本

ひ
り
ょ
う
袋
そ
り
レ
ー
ス
」
に
は

大
歓
声
。
稲
わ
ら
を
い
れ
た
ひ
り

ょ
う
袋
に
ま
た
が
り
、
斜
面
を
滑

り
降
り
て
く
る
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
姿

に
選
手
も
保
護
者
も
大
き
な
声
で

声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　「
レ
ー
シ
ン
グ
の
か
っ
ち
ゃ
達
」

等
に
よ
る
甘
酒
、
焼
き
そ
ば
の
屋

台
も
大
好
評
。
子
ど
も
た
ち
は
厳

し
い
冷
え
込
み
の
中
、
食
欲
を
満

た
し
な
が
ら
、
ゲ
レ
ン
デ
に
笑
顔

を
振
り
ま
い
て
い
ま
し
た
。

　
２
月
13
日
、
美
郷
館
に
お
い
て

「
新
郷
む
ら
づ
く
り
を
語
る
会
〜

観
光
開
発
・
体
験
振
興
部
会
〜
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
４
度
目
の

開
催
と
な
っ
た
今
回
は
観
光
協

会
、
村
づ
く
り
関
係
者
、
地
場
産

品
関
係
者
等
51
名
が
参
加
し
、
こ

れ
か
ら
の
観
光
振
興
に
つ
い
て
共

通
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
村
長
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
村
観

光
協
会
、
村
ふ
る
さ
と
活
性
化
公

社
、
そ
ば
好
房
鬼
蓮
庵
等
７
機
関

が
平
成
23
年
度
の
取
り
組
み
事
業

に
つ
い
て
説
明
。
県
企
画
政
策
部

企
画
調
整
課
生
業
・
交
流
グ
ル
ー

プ
の
天
間
俊
介
グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
が
「
青
森
県
美
知
の
国
パ

ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
・
ミ
ス
テ
リ
ー
ゾ

ー
ン
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
講

演
。
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
課

題
等
に
つ
い
て
て
い
ね
い
に
指
針

を
示
し
ま
し
た
。

　
村
観
光
協
会
長
平
葭
哲
雄
氏
を

座
長
と
し
た
談
義
の
テ
ー
マ
は

「
地
域
資
源
の
有
効
活
用
と
今
後

の
観
光
振
興
を
図
る
た
め
に
は
」。

三
八
地
域
県
民
局
若
木
憲
悟
室
長

や
三
八
上
北
森
林
管
理
署
藤
井
巧

森
林
官
等
は
観
光
を
通
じ
、
交
流

人
口
の
拡
大
と
賑
わ
い
の
創
出
に

つ
い
て
様
々
な
意
見
を
交
換
し
ま

し
た
。

　
予
定
時
間
を
超
え
た
会
の
締
め

く
く
り
と
し
て
須
藤
村
長
が
「
観

光
客
に
何
度
で
も
足
を
運
ん
で
頂

く
た
め
に
『
お
も
て
な
し
の
心
』

を
忘
れ
ず
に
観
光
振
興
を
図
っ
て

い
き
た
い
。
豊
か
な
地
域
資
源
と

皆
さ
ん
の
知
恵
で
多
く
の
リ
ピ
ー

タ
ー
の
育
成
に
努
め
て
い
き
た
い
」

と
総
評
し
、
事
業
の
継
続
へ
期
待

を
込
め
ま
し
た
。

51
名
が
観
光
振
興
に
つ
い
て
意
見
交
換

ゲレンデに笑顔と大歓声

表

　彰

　式

親
子
人
馬
レ
ー
ス

全
日
本
ひ
り
ょ
う
袋
そ
り
レ
ー
ス

炎
の
滑
走
シ
ョ
ー
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同
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こ
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の
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会
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部
会
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た
。
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目
の
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と
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た
今
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は
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、
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、
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等
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滑
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文
芸
コ
ー
ナ
ー

新
郷
俳
句
会

温
泉
の
窓
辺
に
愛
し
雪
の
花

福
　
山
　
康
　
子

今
着
い
た
と
娘
よ
り
の
知
ら
せ

雪
し
ま
き

小
　
坂
　
良
　
子

野
仏
に
み
か
ん
ひ
と
つ
と

手
拭
と

鹿
　
島
　
恵
美
子

着
ぶ
く
れ
て
身
動
き
に
ぶ
き

厨
ご
と

村
　
上
　
て
　
る

冬
至
越
し
明
る
く
な
る
を

疑
わ
ず

工
　
藤
　
陽
　
一

山
脈
を
昇
る
初
日
に
祈
り
お
り

長
　
峯
　
ユ
　
リ

久
し
ぶ
り
の
寒
の
雨
に
も

気
の
ゆ
る
む

髙
　
根
　
リ
　
サ

満
月
や
哀
し
い
ほ
ど
に
冴
え
返
る

鹿
　
島
　
と
　
わ

車
椅
子
並
べ
て
見
や
る
餅
の
花

戸
　
来
　
れ
い
子

朝
市
の
大
鱈
ま
る
の
ま
ま
売
れ
る

金
　
沢
　
　
　
凡

　
村
観
光
協
会
は
村
自
慢
の
郷
土

料
理
を
発
信
し
、
地
場
産
品
の
消

費
拡
大
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
そ

の
一
環
と
し
て
、
２
月
４
日
、「
き

ん
か
餅
・
漬
け
物
作
り
体
験
ツ
ア

ー
」
が
村
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
、
三
沢
市
や
八
戸
市
か
ら

参
加
し
た
15
名
が
郷
土
に
伝
わ
る

味
の
作
り
方
を
学
び
ま
し
た
。
講

師
は
「
し
ん
ご
う
む
ら
青
空
会
」

の
畠
山
悦
子
代
表
が
務
め
、
地
元

の
ク
ル
ミ
、
味
噌
が
た
っ
ぷ
り
と

入
っ
た
き
ん
か
餅
と
大
根
の
酢
漬

け
の
調
理
方
法
を
て
い
ね
い
に
指

導
し
ま
し
た
。

　
15
日
は
「
手
作
り
こ
ん
に
ゃ
く
・

生
麩
づ
く
り
体
験
ツ
ア
ー
」
を
実

施
。「
朝
市
工
房
福
ふ
く
」
の
工

藤
由
紀
子
さ
ん
ら
３
名
が
素
朴
で

懐
か
し
く
、
体
に
や
さ
し
い
味
を

ツ
ア
ー
参
加
者
16
名
に
伝
授
し
ま

し
た
。

　
２
月
18
日
、
山
村
開
発
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
「
新
郷
村
安
全
・
安

心
村
づ
く
り
推
進
大
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
村
主
催
に
よ
る
こ

の
大
会
は
五
戸
警
察
署
や
五
戸
消

防
署
、
村
消
防
団
等
、
９
団
体
が

後
援
。
１
７
０
名
が
住
み
よ
い
地

域
社
会
の
実
現
へ
向
け
て
決
意
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

　
警
察
官
の
制
服
を
身
に
ま
と
っ

た
し
ん
ご
う
保
育
園
の
岡
田
柊
作

く
ん
と
田
島
未
舞
ち
ゃ
ん
が
「
火

遊
び
は
し
ま
せ
ん
」
等
と
元
気
よ

く
大
会
宣
言
。
畠
山
賢
悦
村
消
防

団
長
の
音
頭
に
よ
り
参
加
者
全
員

で
「
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
」
を
行
い
、

大
会
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
開
会
行
事
で
は
「
安
全
安
心
な

村
づ
く
り
を
村
民
一
体
と
な
り
頑

張
っ
て
い
く
こ
と
を
願
う
」
と
須

藤
良
美
村
長
が
あ
い
さ
つ
。
勝
野

隆
彦
五
戸
警
察
署
長
と
東
利
昭
議

会
議
長
が
そ
れ
ぞ
れ
激
励
の
こ
と

ば
と
祝
辞
を
述
べ
、
大
会
趣
旨
の

具
現
化
に
向
け
て
期
待
を
寄
せ
ま

し
た
。

　
続
い
て
木
村
和
雄
西
分
遣
所
長

ら
が
管
内
の
「
防
火
・
防
災
活
動
」

等
に
つ
い
て
講
演
。
自
ら
の
身
を

守
る
大
切
さ
と
不
測
の
事
態
へ
対

応
し
た
備
え
の
必
要
性
に
つ
い
て

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
金
ケ
沢
神
楽
が
安
全

安
心
村
づ
く
り
を
祈
願
す
る
舞
を

披
露
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
し

ん
ご
う
保
育
園
の
園
児
た
ち
が「
ぼ

く
た
ち
平
和
守
り
隊
」「
ス
テ
キ

な
日
曜
日
」
の
お
ゆ
う
ぎ
を
発
表

し
ま
し
た
。

２
月
４
日

２
月
15
日

昔
か
ら
の
郷
土
料
理
を
マ
ス
タ
ー

安全で安心な暮らしの実現をめざして



1011　広報しんごう　H24・2

文
芸
コ
ー
ナ
ー

新
郷
俳
句
会

温
泉
の
窓
辺
に
愛
し
雪
の
花

福
　
山
　
康
　
子

今
着
い
た
と
娘
よ
り
の
知
ら
せ

雪
し
ま
き

小
　
坂
　
良
　
子

野
仏
に
み
か
ん
ひ
と
つ
と

手
拭
と

鹿
　
島
　
恵
美
子

着
ぶ
く
れ
て
身
動
き
に
ぶ
き

厨
ご
と

村
　
上
　
て
　
る

冬
至
越
し
明
る
く
な
る
を

疑
わ
ず

工
　
藤
　
陽
　
一

山
脈
を
昇
る
初
日
に
祈
り
お
り

長
　
峯
　
ユ
　
リ

久
し
ぶ
り
の
寒
の
雨
に
も

気
の
ゆ
る
む

髙
　
根
　
リ
　
サ

満
月
や
哀
し
い
ほ
ど
に
冴
え
返
る

鹿
　
島
　
と
　
わ

車
椅
子
並
べ
て
見
や
る
餅
の
花

戸
　
来
　
れ
い
子

朝
市
の
大
鱈
ま
る
の
ま
ま
売
れ
る

金
　
沢
　
　
　
凡

　
村
観
光
協
会
は
村
自
慢
の
郷
土

料
理
を
発
信
し
、
地
場
産
品
の
消

費
拡
大
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
そ

の
一
環
と
し
て
、
２
月
４
日
、「
き

ん
か
餅
・
漬
け
物
作
り
体
験
ツ
ア

ー
」
が
村
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
、
三
沢
市
や
八
戸
市
か
ら

参
加
し
た
15
名
が
郷
土
に
伝
わ
る

味
の
作
り
方
を
学
び
ま
し
た
。
講

師
は
「
し
ん
ご
う
む
ら
青
空
会
」

の
畠
山
悦
子
代
表
が
務
め
、
地
元

の
ク
ル
ミ
、
味
噌
が
た
っ
ぷ
り
と

入
っ
た
き
ん
か
餅
と
大
根
の
酢
漬

け
の
調
理
方
法
を
て
い
ね
い
に
指

導
し
ま
し
た
。

　
15
日
は
「
手
作
り
こ
ん
に
ゃ
く
・

生
麩
づ
く
り
体
験
ツ
ア
ー
」
を
実

施
。「
朝
市
工
房
福
ふ
く
」
の
工

藤
由
紀
子
さ
ん
ら
３
名
が
素
朴
で

懐
か
し
く
、
体
に
や
さ
し
い
味
を

ツ
ア
ー
参
加
者
16
名
に
伝
授
し
ま

し
た
。

　
２
月
18
日
、
山
村
開
発
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
「
新
郷
村
安
全
・
安

心
村
づ
く
り
推
進
大
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
村
主
催
に
よ
る
こ

の
大
会
は
五
戸
警
察
署
や
五
戸
消

防
署
、
村
消
防
団
等
、
９
団
体
が

後
援
。
１
７
０
名
が
住
み
よ
い
地

域
社
会
の
実
現
へ
向
け
て
決
意
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

　
警
察
官
の
制
服
を
身
に
ま
と
っ

た
し
ん
ご
う
保
育
園
の
岡
田
柊
作

く
ん
と
田
島
未
舞
ち
ゃ
ん
が
「
火

遊
び
は
し
ま
せ
ん
」
等
と
元
気
よ

く
大
会
宣
言
。
畠
山
賢
悦
村
消
防

団
長
の
音
頭
に
よ
り
参
加
者
全
員

で
「
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
」
を
行
い
、

大
会
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
開
会
行
事
で
は
「
安
全
安
心
な

村
づ
く
り
を
村
民
一
体
と
な
り
頑

張
っ
て
い
く
こ
と
を
願
う
」
と
須

藤
良
美
村
長
が
あ
い
さ
つ
。
勝
野

隆
彦
五
戸
警
察
署
長
と
東
利
昭
議

会
議
長
が
そ
れ
ぞ
れ
激
励
の
こ
と

ば
と
祝
辞
を
述
べ
、
大
会
趣
旨
の

具
現
化
に
向
け
て
期
待
を
寄
せ
ま

し
た
。

　
続
い
て
木
村
和
雄
西
分
遣
所
長

ら
が
管
内
の
「
防
火
・
防
災
活
動
」

等
に
つ
い
て
講
演
。
自
ら
の
身
を

守
る
大
切
さ
と
不
測
の
事
態
へ
対

応
し
た
備
え
の
必
要
性
に
つ
い
て

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
金
ケ
沢
神
楽
が
安
全

安
心
村
づ
く
り
を
祈
願
す
る
舞
を

披
露
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
し

ん
ご
う
保
育
園
の
園
児
た
ち
が「
ぼ

く
た
ち
平
和
守
り
隊
」「
ス
テ
キ

な
日
曜
日
」
の
お
ゆ
う
ぎ
を
発
表

し
ま
し
た
。

２
月
４
日

２
月
15
日

昔
か
ら
の
郷
土
料
理
を
マ
ス
タ
ー

安全で安心な暮らしの実現をめざして
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お
知
ら
せ

　
│

問
い
合
わ
せ
　
　
│

申
し
込
み

　
│
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
　
│
フ
ァ
ッ
ク
ス

問Ｈ

申Ｆ

新郷村のごみ排出状況

※一般廃棄物処理事業実態調査
　（環境省）の数値を引用。住民の皆さんにお願いします。

更なるごみの適正分別・減量・リサイクルへの取組に協力
をお願いいたします。　　 問 住民グループ　℡61－7555

年度
16
17
18
19
20
21

１人１日当たりの排出量（ｇ）

555
582
576
571
562
585

県内順位
１
１
１
１
１
１

リサイクル率（％）

19.2
19.4
20.3
18.5
20.3
19.9

県内順位
５
６
６
８
７
７

　
経
営
者
だ
け
で
な
く
夫
婦
や
親

子
で
そ
ろ
っ
て
農
業
者
年
金
に
加

入
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

◇
あ
な
た
の
老
後
の
備
え
は
十
分

で
し
ょ
う
か
？

◇
年
金
は
家
族
一
人
ひ
と
り
が
準

備
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

◇
農
業
者
年
金
は
、
あ
な
た
の
老

後
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
あ
な
た
が
60
歳
未
満
の
国
民
年

金
の
第
１
号
被
保
険
者
な
ら
、
年

間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
し
て
い

れ
ば
加
入
で
き
ま
す
。

問
　
農
業
委
員
会

　
　
℡
78
│

２
１
１
１

　
毎
月
第
３
日
曜
日
は
「
家
庭
の

日
」
で
す
。
家
族
の
ぬ
く
も
り
を

通
じ
て
き
ず
な
を
深
め
る
た
め
に

「
家
庭
の
日
」
に
は
次
の
よ
う
な

こ
と
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

・
家
族
み
ん
な
で
話
し
合
い
ま
し

ょ
う
。

・
家
族
み
ん
な
で
楽
し
み
合
い
ま

し
ょ
う
。 

・
家
族
み
ん
な
で
協
力
し
合
い
ま

し
ょ
う
。

問
　
青
森
県
青
少
年
グ
ル
ー
プ

℡
０
１
７
│

７
３
４
│

９
２
２
６

　
介
護
保
険
係
で
は
、
確
定
申
告

の
時
期
に
際
し
、
所
得
税
・
住
民

税
の
控
除
を
う
け
る
こ
と
が
で
き

る
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
を

交
付
し
ま
す
。

　
障
害
者
控
除
を
う
け
る
た
め
に

は
、
認
定
書
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
早
め
に
申
請
を
し
ま
し
ょ
う
。

く
わ
し
く
は
下
記
の
と
お
り
で
す

の
で
、
必
要
な
方
は
役
場
厚
生
グ

ル
ー
プ（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

で
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
対
象
者

平
成
23
年
12
月
31
日
現
在
、
介

護
保
険
で
要
介
護
１
〜
５
に
認

定
さ
れ
て
い
て
、
障
害
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
方
。

◇
申
請
窓
口

役
場
厚
生
グ
ル
ー
プ
（
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
）

◇
申
請
に
必
要
な
物

・
介
護
保
険
被
保
険
者
証
（
オ
レ

　
ン
ジ
色
）
　
印
鑑

◇
申
請
受
付
期
間

平
成
24
年
２
月
10
日（
金
）〜

平
成
24
年
３
月
15
日（
木
）

◇
認
定
方
法

必
要
に
応
じ
て
村
職
員
が
個
別

に
実
態
調
査
を
行
い
、
そ
れ
に

基
づ
い
て
認
定
し
ま
す
。

※

個
別
に
実
態
調
査
を
行
う
た
め
、

認
定
結
果
通
知
ま
で
に
１
週
間

〜
２
週
間
か
か
り
ま
す
。

問
　
厚
生
グ
ル
ー
プ

　
　
℡
61
│

７
５
５
５

　
本
県
で
は
、
主
に
市
町
村
税
に

お
け
る
収
入
未
済
額
の
縮
減
、
徴

収
率
の
向
上
に
向
け
て
、
県
内
市

町
村
、
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

及
び
県
が
連
携
し
て
、
平
成
24
年

４
月
『
青
森
県
市
町
村
税
滞
納
整

理
機
構
』
を
設
立
し
ま
す
。

　
納
税
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
、

滞
納
整
理
機
構
に
参
加
し
、
徴
収

強
化
に
努
め
ま
す
。

◇
滞
納
整
理
機
構
と
は

　
青
森
県
市
町
村
税
滞
納
整
理
機

構
は
滞
納
整
理
を
専
門
に
行
う
機

関
で
、
青
森
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
機
構
の
職
員
及
び
県
か
ら
の

派
遣
職
員
等
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

　
機
構
で
は
参
加
市
町
村
か
ら
移

管
さ
れ
た
滞
納
者
の
滞
納
事
案
に

つ
い
て
、
広
範
囲
で
徹
底
し
た
財

産
調
査
を
行
い
、
換
価
で
き
る
財

産
を
発
見
し
、
こ
れ
ら
の
財
産
を

差
し
押
さ
え
、
公
売
す
る
こ
と
で

市
町
村
税
を
徴
収
し
ま
す
。

　
ま
た
、
厳
正
な
滞
納
処
分
に
よ

っ
て
滞
納
者
の
納
税
意
識
の
高
ま

り
も
期
待
で
き
ま
す
。

・
差
押
対
象
と
な
る
も
の

土
地
、
建
物
、
給
与
、
売
掛
金
、

自
動
車
、
電
化
製
品
、
貴
金
属

な
ど
国
税
徴
収
法
で
認
め
ら
れ

た
あ
ら
ゆ
る
財
産

◇
滞
納
整
理
機
構
へ
の
移
管
対
象

と
な
る
方

・
督
促
、
催
告
に
応
じ
な
い
方

・
村
税
（
個
人
村
県
民
税
、
法
人

村
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自

動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
な

ど
）
を
滞
納
し
、
納
税
の
相
談

や
連
絡
が
な
い
方

・
滞
納
額
が
高
額
な
方
等

　
お
早
め
の
村
税
納
付
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
！

問
　
税
務
グ
ル
ー
プ

　
　
℡
78
│

２
１
１
１

　
今
年
に
入
り
、
県
内
で
焼
死
者

を
伴
う
住
宅
火
災
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
今
の
時
期
は
空
気

が
乾
燥
し
て
い
る
た
め
、
一
旦
火

災
が
発
生
す
る
と
他
に
延
焼
拡
大

し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
村
民
一
人
一
人
が
火

の
元
の
点
検
を
行
い
、
住
宅
火
災

を
防
ぐ
た
め
に
次
の
こ
と
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

◇
ガ
ス
こ
ん
ろ
、
ガ
ス
テ
ー
ブ
ル

　
火
を
使
用
し
て
い
る
時
は
、
そ

の
場
か
ら
離
れ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
来
客
や
電
話
な
ど
で
そ

の
場
を
離
れ
る
と
き
は
必
ず
火
を

消
し
ま
し
ょ
う
。

◇
た
ば
こ

　
寝
た
ば
こ
は
大
変
危
険
な
の
で

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。
吸
殻
は

こ
ま
め
に
捨
て
、
灰
皿
に
吸
殻
を

た
め
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

特
に
ガ
ラ
ス
製
の
灰
皿
は
、
吸
殻

を
た
め
す
ぎ
る
と
、
た
ば
こ
の
熱

に
よ
っ
て
灰
皿
が
割
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
吸
殻
は
出
来

る
だ
け
水
に
つ
け
る
な
ど
し
て
か

ら
捨
て
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◇
暖
房
器
具

　
寒
い
日
が
続
き
洗
濯
物
な
ど
が

乾
き
に
く
く
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の

真
上
や
近
く
に
干
し
が
ち
で
す
が
、

万
が
一
落
下
し
ス
ト
ー
ブ
な
ど
に

触
れ
た
り
す
る
と
火
災
に
な
る
恐

れ
が
あ
る
の
で
絶
対
に
や
め
ま
し

ょ
う
。
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
火
を
つ

け
た
ま
ま
給
油
し
、
灯
油
が
こ
ぼ

れ
て
着
火
し
た
火
災
事
例
が
あ
り

ま
す
。
給
油
す
る
と
き
は
、
必
ず

火
を
消
し
て
か
ら
給
油
し
ま
し
ょ

う
。

問
　
五
戸
消
防
署
西
分
遣
所

　
　
℡
78
│

２
１
１
９

　
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
は
、

原
則
と
し
て
４
月
１
日
現
在
の
自

動
車
登
録
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
引
越
し
等
で
住
所
が

変
わ
っ
た
と
き
に
は
、
運
輸
支
局

で
住
所
の
変
更
登
録
を
忘
れ
ず
に

お
願
い
し
ま
す
。

　
３
月
中
に
住
所
変
更
登
録
を
済

ま
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
情
が

あ
る
方
は
、
お
近
く
の
地
域
県
民

局
県
税
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
　
三
八
地
域
県
民
局
県
税
部

　
　
℡
27
│

５
１
１
１

　
今
般
、
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ

に
よ
り
大
き
な
影
響
を
受
け
る
中

小
企
業
事
業
主
の
皆
さ
ん
の
た
め

に
、
経
営
改
善
や
生
産
性
向
上
と

と
も
に
、
賃
金
制
度
・
労
務
管
理
・

就
業
規
則
な
ど
の
見
直
し
等
の
相

談
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門

家
が
ワ
ン
・
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
す

る
無
料
の
相
談
窓
口
を
設
置
し
ま

し
た
。

　
厚
生
労
働
省
か
ら
の
委
託
を
受

け
て
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
相

談
内
容
、
企
業
、
個
人
情
報
な
ど

は
厳
守
。
安
心
し
て
相
談
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
　
青
森
県
社
会
保
険
労
務
士
会

℡
０
１
７
│

７
７
３
│

５
１
７
９

・
特
別
給
付
金
を
支
給
し
て
い
ま

す
。

・
請
求
は
平
成
24
年
３
月
31
日
ま

で
（
消
印
有
効
）
で
す
。

・
平
成
22
年
６
月
16
日
に
ご
存
命

で
日
本
国
籍
を
有
す
る
方
（
同

日
以
降
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
は

相
続
人
）
が
対
象
で
す
。

問
　
平
和
記
念
事
業
特
別
基
金

℡
０
５
７
０
│

０
５
９
│

２
０
４

　
平
成
22
年
に
口
蹄
疫
や
高
病
原

性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
国
内
で

大
規
模
に
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、

昨
年
、
家
畜
伝
染
病
予
防
法
が
改

正
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
牛
・
豚
・

馬
・
鶏
等
の
家
畜
を
所
有
し
て
い

る
方
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
ペ
ッ
ト

と
し
て
鶏
（
チ
ャ
ボ
、
ウ
コ
ッ
ケ

イ
等
を
含
む
）、
ア
ヒ
ル
、
キ
ジ
、

ホ
ロ
ホ
ロ
鳥
、
う
ず
ら
等
を
飼
っ

て
い
る
す
べ
て
の
方
は
、
毎
年
一

回
、
そ
の
飼
養
状
況
な
ど
を
報
告

す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら

れ
ま
し
た
。
定
期
報
告
の
方
法
は

次
の
通
り
で
す
が
、
不
明
な
点
や

報
告
用
紙
等
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

左
記
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

◇
報
告
の
方
法

飼
養
場
所
や
頭
羽
数
な
ど
を
規

定
の
「
報
告
書
」
で
行
う
。

◇
報
告
期
日

毎
年
２
月
１
日
の
状
況
を
４
月

15
日（
鳥
類
は
６
月
15
日
）ま
で

問
　
八
戸
家
畜
保
健
衛
生
所

　
　
℡
27
│

７
４
１
５

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
で
は
４
月
中
に

順
次
、
新
し
い
青
森
県
版
の
電
話

帳
を
各
ご
家
庭
・
事
業
所
へ
お
届

け
し
ま
す
。
現
在
お
使
い
の
電
話

帳
は
新
し
い
電
話
帳
と
お
取
替
え

い
た
し
ま
す
の
で
、
配
達
員
へ
お

渡
し
く
だ
さ
い
。

　
回
収
し
た
電
話
帳
は
次
の
電
話

帳
の
原
材
料
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
ご
不
在
時
等
で
配
達
員

に
古
い
電
話
帳
を
渡
せ
な
か
っ
た

場
合
、「
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
」

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
後
日
、

改
め
て
回
収
に
お
伺
い
し
ま
す
。

問
　
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

℡
０
１
２
０
│

５
０
６
│

３
０
９

　
県
内
で
は
降
雪
に
よ
り
道
路
幅

も
こ
れ
ま
で
以
上
に
狭
く
な
る
た

め
、
違
法
駐
車
に
よ
っ
て
交
通
渋

滞
が
さ
ら
に
ひ
ど
く
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の

皆
さ
ん
自
身
が
ル
ー
ル
を
守
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
事
業
者
の
方
も
、

社
員
の
方
々
が
営
業
車
で
違
法
駐

車
を
し
な
い
よ
う
、
指
導
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
　
青
森
県
警
察
交
通
指
導
課

℡
０
１
７
│

７
２
３
│

４
２
１
１

　
12
月
〜
４
月
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
流
行
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

　
手
洗
い
、
う
が
い
、
外
出
時
の

マ
ス
ク
の
着
用
等
、
予
防
を
行
う

と
と
も
に
、
か
か
っ
た
か
な
と
思

っ
た
ら
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

問
　
青
森
県
保
健
衛
生
課

℡
０
１
７
│

７
３
４
│

９
２
８
４

問問

愛
車
の
住
所
変
更
は

　
　
　
　
　
お
忘
れ
な
く

中
小
企
業
事
業
主
の

　
　
　
　
み
な
さ
ま
へ

シ
ベ
リ
ア
強
制
抑
留
者
の

　
　
　
　
　
み
な
さ
ま
へ

鶏
等
の
家
畜
を

　
　
　
飼
っ
て
い
る
方
へ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

　
　
　
　
　
　
　
ご
用
心

要
介
護
認
定
者
で
も
障
害

者
控
除
が
う
け
ら
れ
ま
す

市
町
村
税
滞
納
整
理
機
構

が
設
立
さ
れ
ま
す

一
般
家
庭
の

　
　
火
災
予
防
に
つ
い
て

豊
か
な
老
後
を
！

「
家
庭
の
日
」と
は

電
話
帳
を
発
行
し
ま
す

違
法
駐
車
は
や
め
よ
う

問

問

問 問問

問

問

問

問問

問
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お
知
ら
せ

　
│

問
い
合
わ
せ
　
　
│

申
し
込
み

　
│
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
　
│
フ
ァ
ッ
ク
ス

問Ｈ

申Ｆ

新郷村のごみ排出状況

※一般廃棄物処理事業実態調査
　（環境省）の数値を引用。住民の皆さんにお願いします。

更なるごみの適正分別・減量・リサイクルへの取組に協力
をお願いいたします。　　 問 住民グループ　℡61－7555

年度
16
17
18
19
20
21

１人１日当たりの排出量（ｇ）

555
582
576
571
562
585

県内順位
１
１
１
１
１
１

リサイクル率（％）

19.2
19.4
20.3
18.5
20.3
19.9

県内順位
５
６
６
８
７
７

　
経
営
者
だ
け
で
な
く
夫
婦
や
親

子
で
そ
ろ
っ
て
農
業
者
年
金
に
加

入
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

◇
あ
な
た
の
老
後
の
備
え
は
十
分

で
し
ょ
う
か
？

◇
年
金
は
家
族
一
人
ひ
と
り
が
準

備
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

◇
農
業
者
年
金
は
、
あ
な
た
の
老

後
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
あ
な
た
が
60
歳
未
満
の
国
民
年

金
の
第
１
号
被
保
険
者
な
ら
、
年

間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
し
て
い

れ
ば
加
入
で
き
ま
す
。

問
　
農
業
委
員
会

　
　
℡
78
│

２
１
１
１

　
毎
月
第
３
日
曜
日
は
「
家
庭
の

日
」
で
す
。
家
族
の
ぬ
く
も
り
を

通
じ
て
き
ず
な
を
深
め
る
た
め
に

「
家
庭
の
日
」
に
は
次
の
よ
う
な

こ
と
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

・
家
族
み
ん
な
で
話
し
合
い
ま
し

ょ
う
。

・
家
族
み
ん
な
で
楽
し
み
合
い
ま

し
ょ
う
。 

・
家
族
み
ん
な
で
協
力
し
合
い
ま

し
ょ
う
。

問
　
青
森
県
青
少
年
グ
ル
ー
プ

℡
０
１
７
│

７
３
４
│

９
２
２
６

　
介
護
保
険
係
で
は
、
確
定
申
告

の
時
期
に
際
し
、
所
得
税
・
住
民

税
の
控
除
を
う
け
る
こ
と
が
で
き

る
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
を

交
付
し
ま
す
。

　
障
害
者
控
除
を
う
け
る
た
め
に

は
、
認
定
書
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
早
め
に
申
請
を
し
ま
し
ょ
う
。

く
わ
し
く
は
下
記
の
と
お
り
で
す

の
で
、
必
要
な
方
は
役
場
厚
生
グ

ル
ー
プ（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

で
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
対
象
者

平
成
23
年
12
月
31
日
現
在
、
介

護
保
険
で
要
介
護
１
〜
５
に
認

定
さ
れ
て
い
て
、
障
害
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
方
。

◇
申
請
窓
口

役
場
厚
生
グ
ル
ー
プ
（
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
）

◇
申
請
に
必
要
な
物

・
介
護
保
険
被
保
険
者
証
（
オ
レ

　
ン
ジ
色
）
　
印
鑑

◇
申
請
受
付
期
間

平
成
24
年
２
月
10
日（
金
）〜

平
成
24
年
３
月
15
日（
木
）

◇
認
定
方
法

必
要
に
応
じ
て
村
職
員
が
個
別

に
実
態
調
査
を
行
い
、
そ
れ
に

基
づ
い
て
認
定
し
ま
す
。

※

個
別
に
実
態
調
査
を
行
う
た
め
、

認
定
結
果
通
知
ま
で
に
１
週
間

〜
２
週
間
か
か
り
ま
す
。

問
　
厚
生
グ
ル
ー
プ

　
　
℡
61
│

７
５
５
５

　
本
県
で
は
、
主
に
市
町
村
税
に

お
け
る
収
入
未
済
額
の
縮
減
、
徴

収
率
の
向
上
に
向
け
て
、
県
内
市

町
村
、
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

及
び
県
が
連
携
し
て
、
平
成
24
年

４
月
『
青
森
県
市
町
村
税
滞
納
整

理
機
構
』
を
設
立
し
ま
す
。

　
納
税
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
、

滞
納
整
理
機
構
に
参
加
し
、
徴
収

強
化
に
努
め
ま
す
。

◇
滞
納
整
理
機
構
と
は

　
青
森
県
市
町
村
税
滞
納
整
理
機

構
は
滞
納
整
理
を
専
門
に
行
う
機

関
で
、
青
森
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
機
構
の
職
員
及
び
県
か
ら
の

派
遣
職
員
等
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

　
機
構
で
は
参
加
市
町
村
か
ら
移

管
さ
れ
た
滞
納
者
の
滞
納
事
案
に

つ
い
て
、
広
範
囲
で
徹
底
し
た
財

産
調
査
を
行
い
、
換
価
で
き
る
財

産
を
発
見
し
、
こ
れ
ら
の
財
産
を

差
し
押
さ
え
、
公
売
す
る
こ
と
で

市
町
村
税
を
徴
収
し
ま
す
。

　
ま
た
、
厳
正
な
滞
納
処
分
に
よ

っ
て
滞
納
者
の
納
税
意
識
の
高
ま

り
も
期
待
で
き
ま
す
。

・
差
押
対
象
と
な
る
も
の

土
地
、
建
物
、
給
与
、
売
掛
金
、

自
動
車
、
電
化
製
品
、
貴
金
属

な
ど
国
税
徴
収
法
で
認
め
ら
れ

た
あ
ら
ゆ
る
財
産

◇
滞
納
整
理
機
構
へ
の
移
管
対
象

と
な
る
方

・
督
促
、
催
告
に
応
じ
な
い
方

・
村
税
（
個
人
村
県
民
税
、
法
人

村
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自

動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
な

ど
）
を
滞
納
し
、
納
税
の
相
談

や
連
絡
が
な
い
方

・
滞
納
額
が
高
額
な
方
等

　
お
早
め
の
村
税
納
付
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
！

問
　
税
務
グ
ル
ー
プ

　
　
℡
78
│

２
１
１
１

　
今
年
に
入
り
、
県
内
で
焼
死
者

を
伴
う
住
宅
火
災
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
今
の
時
期
は
空
気

が
乾
燥
し
て
い
る
た
め
、
一
旦
火

災
が
発
生
す
る
と
他
に
延
焼
拡
大

し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
村
民
一
人
一
人
が
火

の
元
の
点
検
を
行
い
、
住
宅
火
災

を
防
ぐ
た
め
に
次
の
こ
と
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

◇
ガ
ス
こ
ん
ろ
、
ガ
ス
テ
ー
ブ
ル

　
火
を
使
用
し
て
い
る
時
は
、
そ

の
場
か
ら
離
れ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
来
客
や
電
話
な
ど
で
そ

の
場
を
離
れ
る
と
き
は
必
ず
火
を

消
し
ま
し
ょ
う
。

◇
た
ば
こ

　
寝
た
ば
こ
は
大
変
危
険
な
の
で

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。
吸
殻
は

こ
ま
め
に
捨
て
、
灰
皿
に
吸
殻
を

た
め
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

特
に
ガ
ラ
ス
製
の
灰
皿
は
、
吸
殻

を
た
め
す
ぎ
る
と
、
た
ば
こ
の
熱

に
よ
っ
て
灰
皿
が
割
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
吸
殻
は
出
来

る
だ
け
水
に
つ
け
る
な
ど
し
て
か

ら
捨
て
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◇
暖
房
器
具

　
寒
い
日
が
続
き
洗
濯
物
な
ど
が

乾
き
に
く
く
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の

真
上
や
近
く
に
干
し
が
ち
で
す
が
、

万
が
一
落
下
し
ス
ト
ー
ブ
な
ど
に

触
れ
た
り
す
る
と
火
災
に
な
る
恐

れ
が
あ
る
の
で
絶
対
に
や
め
ま
し

ょ
う
。
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
火
を
つ

け
た
ま
ま
給
油
し
、
灯
油
が
こ
ぼ

れ
て
着
火
し
た
火
災
事
例
が
あ
り

ま
す
。
給
油
す
る
と
き
は
、
必
ず

火
を
消
し
て
か
ら
給
油
し
ま
し
ょ

う
。

問
　
五
戸
消
防
署
西
分
遣
所

　
　
℡
78
│

２
１
１
９

　
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
は
、

原
則
と
し
て
４
月
１
日
現
在
の
自

動
車
登
録
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
引
越
し
等
で
住
所
が

変
わ
っ
た
と
き
に
は
、
運
輸
支
局

で
住
所
の
変
更
登
録
を
忘
れ
ず
に

お
願
い
し
ま
す
。

　
３
月
中
に
住
所
変
更
登
録
を
済

ま
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
情
が

あ
る
方
は
、
お
近
く
の
地
域
県
民

局
県
税
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
　
三
八
地
域
県
民
局
県
税
部

　
　
℡
27
│

５
１
１
１

　
今
般
、
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ

に
よ
り
大
き
な
影
響
を
受
け
る
中

小
企
業
事
業
主
の
皆
さ
ん
の
た
め

に
、
経
営
改
善
や
生
産
性
向
上
と

と
も
に
、
賃
金
制
度
・
労
務
管
理
・

就
業
規
則
な
ど
の
見
直
し
等
の
相

談
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門

家
が
ワ
ン
・
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
す

る
無
料
の
相
談
窓
口
を
設
置
し
ま

し
た
。

　
厚
生
労
働
省
か
ら
の
委
託
を
受

け
て
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
相

談
内
容
、
企
業
、
個
人
情
報
な
ど

は
厳
守
。
安
心
し
て
相
談
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
　
青
森
県
社
会
保
険
労
務
士
会

℡
０
１
７
│

７
７
３
│

５
１
７
９

・
特
別
給
付
金
を
支
給
し
て
い
ま

す
。

・
請
求
は
平
成
24
年
３
月
31
日
ま

で
（
消
印
有
効
）
で
す
。

・
平
成
22
年
６
月
16
日
に
ご
存
命

で
日
本
国
籍
を
有
す
る
方
（
同

日
以
降
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
は

相
続
人
）
が
対
象
で
す
。

問
　
平
和
記
念
事
業
特
別
基
金

℡
０
５
７
０
│

０
５
９
│

２
０
４

　
平
成
22
年
に
口
蹄
疫
や
高
病
原

性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
国
内
で

大
規
模
に
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、

昨
年
、
家
畜
伝
染
病
予
防
法
が
改

正
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
牛
・
豚
・

馬
・
鶏
等
の
家
畜
を
所
有
し
て
い

る
方
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
ペ
ッ
ト

と
し
て
鶏
（
チ
ャ
ボ
、
ウ
コ
ッ
ケ

イ
等
を
含
む
）、
ア
ヒ
ル
、
キ
ジ
、

ホ
ロ
ホ
ロ
鳥
、
う
ず
ら
等
を
飼
っ

て
い
る
す
べ
て
の
方
は
、
毎
年
一

回
、
そ
の
飼
養
状
況
な
ど
を
報
告

す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら

れ
ま
し
た
。
定
期
報
告
の
方
法
は

次
の
通
り
で
す
が
、
不
明
な
点
や

報
告
用
紙
等
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

左
記
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

◇
報
告
の
方
法

飼
養
場
所
や
頭
羽
数
な
ど
を
規

定
の
「
報
告
書
」
で
行
う
。

◇
報
告
期
日

毎
年
２
月
１
日
の
状
況
を
４
月

15
日（
鳥
類
は
６
月
15
日
）ま
で

問
　
八
戸
家
畜
保
健
衛
生
所

　
　
℡
27
│

７
４
１
５

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
で
は
４
月
中
に

順
次
、
新
し
い
青
森
県
版
の
電
話

帳
を
各
ご
家
庭
・
事
業
所
へ
お
届

け
し
ま
す
。
現
在
お
使
い
の
電
話

帳
は
新
し
い
電
話
帳
と
お
取
替
え

い
た
し
ま
す
の
で
、
配
達
員
へ
お

渡
し
く
だ
さ
い
。

　
回
収
し
た
電
話
帳
は
次
の
電
話

帳
の
原
材
料
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
ご
不
在
時
等
で
配
達
員

に
古
い
電
話
帳
を
渡
せ
な
か
っ
た

場
合
、「
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
」

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
後
日
、

改
め
て
回
収
に
お
伺
い
し
ま
す
。

問
　
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

℡
０
１
２
０
│

５
０
６
│

３
０
９

　
県
内
で
は
降
雪
に
よ
り
道
路
幅

も
こ
れ
ま
で
以
上
に
狭
く
な
る
た

め
、
違
法
駐
車
に
よ
っ
て
交
通
渋

滞
が
さ
ら
に
ひ
ど
く
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の

皆
さ
ん
自
身
が
ル
ー
ル
を
守
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
事
業
者
の
方
も
、

社
員
の
方
々
が
営
業
車
で
違
法
駐

車
を
し
な
い
よ
う
、
指
導
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
　
青
森
県
警
察
交
通
指
導
課

℡
０
１
７
│

７
２
３
│

４
２
１
１

　
12
月
〜
４
月
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
流
行
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

　
手
洗
い
、
う
が
い
、
外
出
時
の

マ
ス
ク
の
着
用
等
、
予
防
を
行
う

と
と
も
に
、
か
か
っ
た
か
な
と
思

っ
た
ら
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

問
　
青
森
県
保
健
衛
生
課

℡
０
１
７
│

７
３
４
│

９
２
８
４

問問

愛
車
の
住
所
変
更
は

　
　
　
　
　
お
忘
れ
な
く

中
小
企
業
事
業
主
の

　
　
　
　
み
な
さ
ま
へ

シ
ベ
リ
ア
強
制
抑
留
者
の

　
　
　
　
　
み
な
さ
ま
へ

鶏
等
の
家
畜
を

　
　
　
飼
っ
て
い
る
方
へ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

　
　
　
　
　
　
　
ご
用
心

要
介
護
認
定
者
で
も
障
害

者
控
除
が
う
け
ら
れ
ま
す

市
町
村
税
滞
納
整
理
機
構

が
設
立
さ
れ
ま
す

一
般
家
庭
の

　
　
火
災
予
防
に
つ
い
て

豊
か
な
老
後
を
！

「
家
庭
の
日
」と
は

電
話
帳
を
発
行
し
ま
す

違
法
駐
車
は
や
め
よ
う

問

問

問 問問

問

問

問

問問

問



ぼ
く
と
わ
た
し
の
絵

○ 

し
ん
ご
う
保
育
園

雪がいっぱい降ったとき、保育園に
大きなお山ができたよ。しおんくんと
一緒におしりですべったよ。おしり
は痛くなかったけどぬれちゃった。
楽しかったよ。

古川　輝龍くん（うめ組）
ママと妹のりうちゃんと一緒におか
いものに行ったよ。おやつとジュー
スを買って、みんなで食べたよ。とっ
ても楽しかったから、また行きたい
なぁ。

髙橋　瑠奈さん（もも組）
きりゅうふるかわ なるたかはし

＝ 高品質農産物の安定生産のため ＝

有機の里づくり を推進しよう

良質堆肥で収入ＵＰ！！　　　  　　

有機資源センター新郷　　　　　

問い合わせ先　TEL７８－３５５５
営 業 時 間　午前９時～午後４時
　　　　　　　（休日：毎週月曜日、年末年始）

14

平成２１年度あおもり推きゅう肥品評会

優秀賞受賞

217

弥 生
３月

人の動 き
男　1,431人（－５人）
女　1,522人（－６人）
計　2,953人（－11人）
世帯数955世帯（－４世帯）
（平成24年１月31日現在）

発
行
/新
郷
村
　
編
集
/総
務
課
　
〒
039

ー1801  青
森
県
三
戸
郡
新
郷
村
大
字
戸
来
字
風
呂
前
10　

☎
0178ー78ー2111 

新
郷
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.vill.shing

o.aom
ori.jp
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2012 （
平
成
2
4
年
）

FEB
R
U
A
R
Y

豊　島 　　蘭ちゃん
Ｈ22・８・24生
（地区）西越
（パパ）元
（ママ）千鶴

パパとママのねがい

元気でやさしい子に
なってね。

むらのガイド

平成24年

ブラッドストーン（血石）
̶ 沈着・勇敢 ̶誕 生 石

やよい
March

燃えるごみ収集日　新郷村全域　月曜日・木曜日（祭日も収集します）

家庭ごみは収集日の朝に出して下さい。生ごみの水切りにご協力を

ごみの減量とリサイクルに取り組みましょう

予防接種相談日　毎週月曜日　正午〜午後５時まで　TEL 6 1−75 5 5

２０１２年３月
行　　事　　等 備　　　考

特定健診（～３日）

とよ らんしま

日 曜
1 木

資源ごみ（ペットボトル等２品目）収集日
２ 金

５才児健診
ひな祭３ 土
新郷温泉館休館日　第２回骨粗しょう症予防教室５ 月
第３回脂質異常予防教室７ 水
特定健診（～10日）　中学校卒業式８ 木
資源ごみ（缶・新聞等５品目）収集日９ 金
新郷温泉館休館日　行政相談12 月
特定健診（～17日）　住民税申告相談最終日15 木
資源ごみ（ビン・ペットボトル等２品目）収集日

16 金
粗大ごみ収集日
小学校卒業式17 土
新郷温泉館休館日19 月
●春分の日20 火
特定健診（～24日）22 木
燃えないごみ収集日23 金
新郷温泉館休館日　小中学校終業式26 月
特定健診（～31日）29 木

二十歳になったら
国民年金

日本年金機構

２
月
１
日
　
手
打
ち
そ
ば
作
り
（
関
連
記
事
は
５
ペ
ー
ジ
）

２
月
１
日
　
手
打
ち
そ
ば
作
り
（
関
連
記
事
は
５
ペ
ー
ジ
）
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